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ミソハギの語源

横山健三

1）名　称　史

◇　新撰字鐙：（記事なし。）

◇　本草和名：鼠尾革・一名動く仁謂音巨盟反＞一名陵親

和名菓曽披岐

◇　延看式（巻37・典薬寮・諸国進年雑薬・山城図32種）：鼠尾

尊くみそはぎ＞三斤

◇　和名煩衆抄：鼠尾草・ミソハキ・本草云一一一＜美曽披

岐＞（アクセント・上上上平）

◇　医心方（第11巻・草下之下67）：鼠尾草・＜和名美曽披岐

＞

◇　色票芋類抄：鼠尾（シヨヒ）草・＜ミソハキ＞

◇　類策名義抄：鼠尾（草）・＜ミソハキ＞（アクセント・

上上平〇・〇は不明）・清音

◇　名語記：「ミソハキ如何・ミスハキという事にて符へり

ける也　かの革は悪鬼をさらしむる用あり　さて　世間

に疫病　はやりたりけるとし　ある家の御簾にさされた

りけれは疫神おそれて　かの家　病難をのかれにけり

それよりミスハキの名をつけたりと申せり文字には鼠尾

草とかけり又苗ともかける欺7月15日に亡者に恩頬をそ

なふるとき時ミソハキを箸にもちゐるなにのゆへやらむ

と恩給へりし程にはや悪おにをふせきて亡霊にものを食

せしめための故なりける也いま符合しておはへ符へり」

（カタカナひらかな）

◇　康頼本草：「鼠尾草・味苦塩微寒無毒。和名美曽披支。4

月採差。7月採花陰干。田林多」

◇　言塵集：「みそ萩とは溝萩也。和名には鼠尾草といへり」

◇　下学集：「鼠尾草・右ミソハギ・左ソビサウ＜又云宿魂草

也＞」

◇　尺素往来：「秋花云々鼠尾草」

◇　謹塩草：和名少少・鼠尾草（美曽披き）

◇　大和本草：「鼠尾草・ミソハギ・茎高し歪はハギに似たり

秋閲紅花　世俗これを以中元に人鬼に水を祭る放ミヅカ

ケ車とも云ミゾハギ也」

◇　日本植物鑓：「ミソハギ・千屈菜」（松村任三）

ミソハギは神話時代の祓ぎ祓いの儀式に使用・利用され

ていたらしい。その名は何か。古事記・日本婁妃の穏・「阿

波岐・アハキはミソハギ」という説がある。このキは甲類

だ。

r日本習妃j・「筑紫の日向後小戸の橘の穏原に往至でまし

て研ぎの除へたまひき。」「穏」のかんじのせつめいに「お

く、此をば阿波岐（アハキ）と云ふ。」とある。

r古事記」にも楔ぎ暖いの儀式の場所は「筑紫日向之橘小

門之阿波岐原」とある。

・日本古典全畜r日本書紀J武田拓吉校注・「その所在に就

いては、福岡県那珂郡、宮崎県宮崎郡等がある。杜は樹

名。これも榎、みそはぎ、あおき等諸説がある。」（頭註）

・r万莞集」・巻六・天平3年辛羊、大伴卿、寧楽の家に在り

て故郷を思ふ歌2首の1に

指し進の栗栖の小野の萩が花散らむ時にし行きて手向

けむ（970）

この歌は秋の萩をよんだものであるが、ハギも手向け草

の一つであった。

2）語　源　説

（註・日本国語大辞典＝略称・日国大典）

①　御簾萩（ミスハギ）という説

◇　カノ草ハ悪鬼ヲサラシムル用アリ　サテ　世間二疫

病　ハヤリクリケルトシ　ァル家ノ御簾ニササレクリ

ケレハ疫神オソレテ　カノ家　病難ヲノガレニケリ

ソレヨリミスハキノ名ヲツケクリト申セリ　文字ニハ

鼠尾草トカケリ」（註・ミスハキがミソハギへ転）

◇　日国大典・語源説（3）ミスハギ（御旗萩）の義。この

草が悪鬼を去るところから、疫神を除く御簾にたとえた

もの［名語記］と紹介。

（む　溝萩（ミゾハギ）という説

◇　今井了俊著『言盛業』（1406年）：「みそ萩とは溝萩也

和名には鼠尾草といへり」

◇　黒川道祐著『遠彗軒記』（1675年）：「（経書中華の雷に）

鼠尾草ミソハギの事も不見、これは水道を通ずる能ある

により、水かけに用ゆるか、みそはぎは溝萩といふ事か

◇　服部宣著F名言通』（1835年）：「ミゾハギ溝胡枝花の

義」

◇　谷川士活著r和訓菓後編』（1877年）：「みぞはぎ・溝

萩の義」

◇　加茂百樹著r日本語源j（1943年）：「溝萩・ミゾハギ」

◇　清水活著r植物の名前小辞典j（1978年）：「一説に水

辺に多いので「溝萩」で、それがなまってミソハギにな

ったという。」

◇　自国大典・語源説（5）・紹介

上記に対する反対説

◇　r牧野日本植物図鑑」・「溝萩トスルハ非ナリ。」
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③微萩（ミソカハギ）という説　　　　　　　 ④・襖萩・ミソギハギ説・ミソキとミソギ両・○
　◇　新井白石著『東雅』（1717年）：「（和名抄に）鼠尾草ミ　　　　⑤・三十日萩説・ミソ・アクセント・上平異・×

　　ソハギといふ註せしは其花ハギに似て細密なるをいふ　　　　　・類聚名義抄・瑛・ミソキ・上上○

　　なり・古語に密なるをばミソカといふなり。」　　　　　⑥・水添萩説・ミソハギとの関係理解不可能・×

　◇　古典全集本『本草和名』の頭註に森枳園か（1807～　　　　　・渠・ミゾ・上上

　　1885）：「美曽波岐・美曽萩に似る・美曽加之美曽は微小　　　⑦・獣尻尾萩説・ケモノシリオハギの省略不・×

　　の類となす・胡枝花（ハギ）に似て小さい故の名なり」　　　　　・三十・ミソ・上平

　◇　大槻文彦著『大言海』（1935年）：「みそはぎ・溝萩・　　※○×は和名類聚抄と類聚名義抄の記録による推理・判定

　　微萩（ミソカハギ）ノ義、萩二似テ小ナリ、溝ハ当字」　　　によるもの。この時代の基準。

◇日国大典・語源説（1）・紹介　　　　　　　　　　　　　　　※ミゾハギ説とミソキハギ・説が有力か。

④襖萩（ミソキハギ・ミソギハギ）という説　　　　 ミソハギ・ミソギハキが最有力か。

　◇山口幸充著『嘉良喜随筆』（1750年頃）：「ミソハギト

　　云花ハ、ミソギ襖二用ルハギト云意也」　　　　　　　　　◎　お盆の手向け草花としてミソハギの他に地方によって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いろいろな種類がっかわれている。以下に、地方による種

　◇玉田永教著『年中故事』（1800年）：「京大坂抜穂を以　　　　類の相同・相違を示す。

　　て先祖を祭る、是は僻事也伊勢似差へ9月16・17日の新　　　○民間伝承・第九巻・第三号よりの抜粋

　　嘗会に初めて新米を奉る、天子又しかり、左あれば揮る　　　　　秋田県毛馬内町：桔梗・女郎花・蓮華・その他（西洋

　　べき事也、土器或は蓮葉を用ひ、又は鼠尾草を用、是本　　　　　　花の派手なものは好まれない。）

　　朝の法にて神祭也、或日「みそはぎ」は御襖萩の略也と　　　　　山形県羽前羽黒山麓：桔梗（ボンバナ）・萩・薄・蓮華；

　　も。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹の筒・瓶・花瓶。

　◇　牧野日本植物図鑑：「和名ハみそはぎ即チ襖萩ノ略ト　　　　　長野県小諸市：桔梗・萱・女郎花・水萩（山にとりに

　　謂フ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いく）。

　◇　清水清著『植物の名前小辞典』（1978年）：「喫萩（み　　　　　長野県・南・北安曇郡：棚の両側に松・竹・葦・柏・棚

　　そは儀）の略という。盆の精霊祭のとき用いるといわれ　　　　　　に桔梗・女郎花・水萩を箒の形に束ねもので、お墓

　　る。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参りの度に水を注ぐ。

　◇　日国大典・語源説（2）：ミソギ（襖）に用いるハギ　　　　　長野県東筑摩郡：野山にある桔梗・粟花・山百合・水

　　の意［嘉良喜随筆］で紹介。　　　　　　　　　　　　　　　　　かけ花（ミソハギ）

⑤　三十日萩（ミソカハギ）という説　　　　　　　　　　　　　　島根県簸川郡伊波野村：花立・盆花（ミソハギ）・ハナ

・◇伴信友著『動植名彙』（1827年）・「コノ草ノ名義三十　　　　　ノキ（機）

　　萩也近キ田舎人ノ云フガ方ニテハ三十日萩トイフカタ　　　　島根県能義郡安田村（明治三十七・八年頃）：盆花とし

　　リキ又花咲テ三十日ホドハ散ズァルモノ也」　　　　　　　　　　て墓・仏壇にコゴメ花（オミナヘシ）・白コゴメ（ヲ

⑥水添萩（ミソハギ）という説　　　　　　　　 トコヘシ）・桔梗・ハナノキ（檀）・シブキ（袷）・シ

　◇　大石千引著『言元梯』（1830年）・「鼠尾草・ミソハキ・　　　　　　ブキは年中の仏花・ミソハギも供える。

　　水添萩・ミソハキ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県日原町：盆花にソウハギ・桔梗・コゴメ花（桔

　◇　日国大典・語源説⑥・紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　梗とコゴメ花は野山へ取りに行く。）

⑦獣尻尾萩（ケモノシリヲハギ）という説　　　　　　　　　　　山口県小野田市：盆花はソウハギと地方で云うミソバ

　◇　林甕臣著『日本語原学』（1931年）・「鼠尾草みそはぎ　　　　　　ギを供える。

　　は　獣尻尾萩の義」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟：盆花ボンバナ（水萩）・蓮花・夏菊・百合・桔梗

　◇　日国大典・語源説（4）・紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　等

3）名称との関連事項　　　　　　　　　　　　　　（注）現在は盆花として、花屋がいろいろと、組み合わせた

◎　和名類聚抄と類聚名義抄の記録にみる各説の推理・判定　　　　　ものを、販売・提供している。

①・御簾萩転託説・ミスハギの転託・可能か・×

　　☆アクセントと清濁音とによる判定　　　　　　　　　　◎　日本植物方言集にないミソハギの別名

　②・溝萩説・ミゾハギ説・ミソとミゾの差可・○　　　　　　出典省略名：草は草木辞苑、下は下学集、説は節用集

　　・和名類聚抄・美曽波岐・上上上平　　　　　　　　　　　　　カサイヤナギ（河西柳）：世

③・微萩説・ミソカハギ説・ミソカの解釈不・×　　　　　シュクコンソウ（宿根草）：下・節

　　・類聚名義抄・ミソハキ・上上○○　　　　　　　　　　　　　シユコングサ（シュコン草）：草
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　　シュッコンソウ（宿根草）：下・節　　　　　　　　　　　　　　ろいうな推察ができる。

　　ショヒソウ（鼠尾草）：色葉字類抄　　　　　　　　　　　　　　　今ミソハギと呼ぶが、平安時代には、ミソハキと清

　　センクツナ（千屈菜）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　音で呼んでいた。後世になってハキをハギ（萩）との

　　ソウビサウ（鼠尾草）：下　　　　　　　　　　　　　　　　　　関連で、ハギと呼ぶようになったらしい。（和名類學

　　タマイハクサ（玉岩草）：異名分類抄　　　　　　　　　　抄・類聚名義抄）（ハギは万葉集に芽・芽子・波疑・波

　　タマイワクサ（玉岩草）：現代名　　　　　　　　　　　　　　　義とあり、ヤマハギのこと）

　　タマノヤグサ（霊屋草）：世　　　　　　　　　　　　　　　　○　ミソハキと清音で呼ぶのが正しい。

　　ホトケサマバナ（仏様花）：草　　　　　　　　①さて、ミソハキは、どういう意味の名称であろ

　　ボンクサ（盆草）：草　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うか。

　　ミソケバナ：三陸植物誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここで、記録から、神話時代の古事記・日本書

　　ミソハキ：三陸植物誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀に渤って、見なければならないと思う。

　　ミゾハギ：草　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イザナギは筑紫の日向の橘の小門の阿波岐原

　　ミゾハギ：草・言塵集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、襖ぎ祓いの儀式をしている。

　　ミズカケクサ：異名分類抄・草　　　　　　　　　　　　　ここにアハキ・憶という植物名が出ている。こ

　　ムラサキカウシ（紫高子）：世　　　　　　　　　　　　　　　　れと関係があると見るものである。

　　ラウビハクワ（狼尾杷花）：世　　　　　　　　　　　　　アハキの意味は、アヲキと関係があるという人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もいる。

4）語源に関する愚説　　　　　　　　　　　　　　　　　②このアハキは、ミソハキと関係があり、又ミソ

　（1）旧　　説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハキの古い名称と考えることができる。

　　　ミソハギの語源にっいて数説ある。喫ぎ萩省略説・　　　　　　③　アハキはアとハキと分け、ミソハキはミソとハ

　　三十萩省略説・溝萩説などがある。最後の溝萩説は　　　　　　　キと分けるとハキが同一と考えられる。

　　　最も自然な見方によって、正しい解釈と考えてい　　　　　○　そして、ミソハキの意味を極論すると、ミソ（ギ）・

　　る。（上記7説）だが、小生は次のような考え方もで　　　　　　喫・ハキ・掃く嵩ハラヒ・祓の意味でなかったかと考

　　きるのではないかと思うので愚説を述べるとしよう。　　　　　える。ミソギ・ハライ・ハキ清めの具として利用さ

　　色々な角度から宛字して意味の判るように説明してみ　　　　　　れたのである。

　　よう。　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県の方言にミソハキをミソギと呼ぶ地方が

　①御衣葉木説：御衣は衣の敬語。御衣に似た葉の木と　　　ある。

　　いうことではないか。葉の形が御衣に似ている。衣

　　はソと読む。ソはアサと同じ。　　　　　5）参考
　②　御衣萩説：前説と同じように、これが萩の一種であ　　　『日本書紀』一書に曰く

　　るから名付けられたという説。　　　　　　　　　　　　「伊弊薄尊、火神を生みます時に、灼かれて神退去りまし

　③御所葉木説・御所萩説：御所は神聖な所や高貴な場　 き、故れ紀伊国の熊野の有馬村に葬りまっる。土俗此の神

　　所・又霊場の意味で、そこに植えられる・葉木の意味。　　　の魂を祭るに、花ある時には、亦花を以て祭り、又鼓、吹、

　④御所場葉木説：前説と同じように、御所・御所場は　 幡旗を用ゐ歌ひ舞ひて祭る。」（岩波文庫本）・（死後の祭り

　　生育地を意味している。　　　　　　　　　　　　　　　の様子）

　⑤溝場木説：溝場は溝と同じような意味出在り、溝の　 r俳譜歳時記栞草』・七月

　　ある所に生える木という海とも解釈できる。溝萩説　　　　「鼠尾草・みそはぎ・時珍日鼠尾草穂の形を以名に命す○

　　と同じ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓保昇日鼠茎の端に夏四五穂を生す、車前おほばこの如し、

　⑥三十葉木説・三十萩説：この三十は開花してから、　花赤白の種あり、

　　萎んでしまうまでの日数を意味し、花の寿命が長いこ　　　　・水懸草・みっかけぐさ・増山の井・説説あり、貞徳云水

　　とを言ったものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　影草はおほく七夕によめり、水懸け草は稲の事なり、又

　　　花に百日草あり、千日紅がある。それと命名が同じ　　　　或説にみそはぎ也、聖霊に水むくる心なり。」（あき）

　　い。すこし、大げさのようであるが、意味は同じい。　　　　・『毛吹草追加』（中）（正保四年・1647年）

　　以上は、かって、今から30数年ほど前に、推察・空　　　　　玉祭　　付施我鬼

　想した愚説である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みそ萩や野なから露の玉祭　　　　　未得

（2）新　　説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みそ萩にそふやせがきのはた薄　　　未得

　　　今また新たな愚説を思い出したのである。　　　　　　『野々舎随筆』（大石千引著）

　　　鼠尾草・ミソハキ・ミソハギの名称の記録から、い　　　　「○鼠にかまれたるに妙薬・毒蛇にかまれたるには、鼠尾




